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Ｑ：四季が子どもの成長・発達にもたらす効果を教えてください。 

Ａ：四季の変化は、子どもたちの心身の発達にとても大きな影響を与えます。身体・感覚・認知・

情緒・社会性の側面で多面的な効果があります。 

１. 身体的発達への効果 

（１） 多様な運動経験の提供 

 春は新しい活動への意欲を高め、夏は水あそびや裸足活動で体力向上、秋は持久力やバラ

ンス感覚を鍛える活動、冬は雪あそびや防寒運動で筋力・持久力を高める等、季節ごとに異

なる運動負荷と技能が育まれます。 

（２） 免疫機能の強化 

 外気温や湿度の変化に順応することで、自律神経が鍛えられ、風邪や感染症に対する抵抗

力が高まります。 

２. 感覚発達への効果 

（１） 五感の刺激 

 春の花の香り、夏の蝉の声、秋の落ち葉の感触、冬の冷たい空気など、四季特有の自然環

境が、嗅覚・聴覚・触覚・視覚・味覚を多角的に刺激してくれます。 

（２） 環境認識力の向上 

 季節ごとの天候や日照の変化を体感することで、自然のリズムや環境変化に対する感受性

が育ちます。 

３. 認知的発達への効果 

（１） 時間感覚の形成 

 季節の循環をくり返し経験することで、時間の流れや「１年」という周期の理解が深まり

ます。 

（２） 観察力・探究心の向上 

 季節ごとの動植物の変化に気づくことで、科学的思考や探究心が育まれます。 

４. 情緒的発達への効果 

（１） 情緒の安定 

 自然とふれ合う時間は、ストレス軽減や心の安定に効果的で、四季折々の景色が情緒を豊

かにしてくれます。 

（２） 季節の行事による情緒体験 

 花見、夏祭り、紅葉狩り、雪あそび等、伝統行事や季節のあそびが心に残る体験を提供し

てくれます。 
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５. 社会性の発達への効果 

（１） 共同活動の促進 

 季節の行事や屋外あそびを通して、協調性・ルール理解・役割分担などが自然に学べま

す。 

（２） 文化理解の深化 

 季節の移ろいを背景にした年中行事（節分、七夕、お月見など）を経験することで、地域

や文化への理解が深まります。 

 


